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　17年7月、Twitterでメ
ッセージが届いた。
　「薬剤師の漫画を作り
たいので、その監修をお
願いできませんか？」
　送信者は月刊コミック
ゼノンの編集者。富野さ
んがライター業務用に開
設したウェブサイトを見

て連絡してきたのだという。
　富野さんは「面白そうと二つ返事で依頼を引き受
けた。ただ、果たして薬剤師でドラマになるのかと
いう不安はあった」と振り返る。その逆に、編集者

には「医師と対等に動ける立場にある薬剤師はドラ
マになる」と確かな自信があった。医師の出した処
方箋に唯一、異議を唱えられる職業"薬剤師"。縁の
下の力持ちのような存在であり、主人公が女性であ
ることから『アンサングシンデレラ』と、編集者が
タイトルを付けた。
　漫画作りは、編集者と富野さん、そして漫画家の
三人四脚で進められる。
　まず、編集者が大まかなストーリーを考える。富
野さんは、そのシーンに合った医薬品を選び、薬剤
師や医師らが医療現場で疾患をどう治療しているの
か、いくつかの事例を示す。本作では、医薬品の作
用や性質は、ドラマを生むトリックのような存在だ。
編集者と漫画家は、そのトリックが生きるように、
ドラマを作り上げていく。できあがった下書きは富
野さんがチェック。疾患や処方、専門用語に誤りが

ないか、薬剤師や医師らの台詞や立ち位置などに違
和感がないかを確認する。その後、修正の内容を漫
画家が反映し、ペン入れして仕上げる。
　例えば、第１話。編集者が考えたのは「薬の相互
作用による容態の悪化を薬剤師が見つけて患者を助
ける」というストーリー。富野さんが提案した中か
ら、喫煙とテオフィリンの相互作用が採用された。
喫煙は代謝酵素のCYP1A2などを誘導し、テオフィ
リンの血中濃度を低下させる。そのため、喫煙者は
非喫煙者よりも多量のテオフィリンを投与されるこ
とがある。漫画では、禁煙したことを医師に伝えて
いなかった患者に、喫煙時と同量のテオフィリンを
処方した結果、中毒症状が発現。その原因を主人公
の葵みどりが突き止めるというストーリーになって
いる。

　「もしかして薬剤師って
いらなくない？」。病院薬
剤師として働く主人公・葵
みどりのこんな疑問から始
まる漫画『アンサングシン
デレラ』。2018年11月に単
行本の第1巻が発売され、
増刷を重ねている。医療原案は焼津市立総合病院薬剤科の富野浩充
さん。病院薬剤師として働きながら、医療分野の雑誌でコラムを連
載するなど、ライターとしても活動中だ。本作では、医薬品の作用
や性質がドラマを生むトリックになっている。その医薬品の選定と、
薬剤師や医師らが医療現場でどのように患者を治療しているのかを
富野さんが監修している。漫画の主人公のように、富野さん自身も
薬剤師の立場や存在意義に危機感を抱くことがあるという。「例え
ば、病変の組織や細胞の観察を専門にする病理医がいるように、薬
剤を専門にする医師がいてもおかしくない。薬剤師のあるべき姿、
その着地点を漫画に描きたい」と抱負を語る。
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「どんな仕事か知ってほしい」

薬剤師の存在意義 漫画に描く

（ 1 ）第 72 号 2019（平成31）年 3 月 1 日　金曜日


	Button1: 


